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(1) 米の摂取量は，昭和10年頃において秋田は大阪に比し多量であり，農業男子 1 人 1 日当たり
6 合余りを示し大阪に比べ 1 合の差がある。しかしながら現在の秋田においては米の摂取量は
漸次減少して大阪との差は少なくなり，秋田における米の大食の特徴は著明でなくなってきて
いる。









も十分とは考えないが，過去においてはさらに少なく，現在の摂取量の 2 分の l あるいは 3 分
の l 程度の摂取量であったと考えられる。
近年の食生活の変化により主食が減り，副食物が種類も量も豊富になってきたが，農村にお
ける動物性食品の摂取量はなお少ない。協同研究者富永は，秋田の一般住民ならびに脳卒中患
者の血清脂質値が大阪のそれに比し低いことを報告したが，著者の調査結果からも，脂質の過
剰摂取による脂質代謝異常が脳卒中の主因をなしているとは考え難い。秋田農村の食生活では，
魚，野菜，山菜の塩蔵， 3 年分の味噌の確保などに示される食塩多量摂取が過去から現在にわ
たり，習慣，晴好となって続いている。そして，これは経済機構の近年の変化の中にも容易に
改められていない。
〔総括〕
脳卒中死亡率の高い秋田では，かつて米の大食の傾向が認められたが現在ではその特徴は失な
われてきている。一方，食塩は過去から現在にわたって多量に摂取されており，長年培われた味
噌の多量摂取や食品の塩蔵の習慣として根強く残っていることを明らかにした。
論文の審査結果の要旨
本論文は，従来主観的な判断にたより勝ちであった過去の栄養調査を，生活習慣あるいは埋蔵
された資料に基づ、いて正確に判断するための新しい調査方法を開発して実施した点に意義がある。
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また，このようにして得られた栄養調査結果を，町村単位に丹念に調査した脳卒中死亡率，およ
び発生率と比較検討し，秋田の脳卒中は，過去より現在にわたる食品の塩蔵の習慣に結びついて
いることを明らかにした。
-145ー
